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究極のレーザー“自由電子レーザー"の話

宇宙科学研究所斎藤宏文

この上I"'I l'r れない才 II j! jのレーザは‘ 1977 年にス

タン 7 方ード kq で批判 Jの本給 [1'J 実l肢が成 J}j して

以米.わずか 10 年のっちに尖に急 jill な発展をみせ

ていま 1 。今 lui は.この 1'1111 屯 f レザの紺介

と句fJ lイI ， fl. j主力咋 111 J，1 1申、キャンハスグ) II 制{て寸 l っ

ている尖験について、述べていきたいと思います。

まずは，この向 0'1' ，正イレーザーという名前の

山米か句始めましょ -j ， i!U、のレーザーは，物質

的1' 1' の似 -r 核や紡品納干によってポ縛された fE

{の LIl ((l~J なエネルギ一司 fq\! :lI\]の逃移を利用して

し、ました。I' IJ えば、炭般ガスレーザ では 0.117eV

という Lネノレギーバーの IiL 干の逃移によって， 波長

10.6/11 刊のレ ザ光(赤外線)力、 ff} られます。こ

IL に付して， I'IIJI 屯 f レーザーではー物 nの中に

オ，!，~り されていない』 υ~Ill の‘ 1'1111" な屯子を

利則しています。Ji ll ち‘ 112 中での屯干の jll [i) Jエ

ネノレギーをレーザ -')t のエネルギーに変換します。

そのため， L1 1封定了レーザーと l呼ばれています。

それでは， 1'1HI;!!:-!' レーザーは. 'I !L子の是正動エ

ネルギーを 1正防法のエネルギーに安 th しているの

で，マイク口iIJi.'，正 (lj と同じでは fよいかと忠わiL

る ;i~' ，し./"rもいらっしぺるでしょっ。尖は，そうなの

です。 レーザー と名のうても， IiL 子レンジに

似われているマイク口被マグネ l ロノ告や 7 ライ

ストロン竹と同じょっな 7イクロ iJl )if け止め 'd l:i!J i を

発 'I'. i る;:;:チ伐の -to T{立のです。ただし‘ II 山 'di

f レーザーとーマグネトロンやクライストロンの

ような従米の?イクロ波発 '1:.:;\ とが本質的に 114 な

る円が一つあります。それは， 1'101' ，ιf レーザー

が， JI'1 日に同い閃波数.あるいは~'.iい波長め屯 4益

法( ，，(悦光や，紫外科 lや x* 出)まで発生できる l江

子科て eあるということて叫す。

山 III'f[ {レーザーでは，図 l に示すように点久

総イ l 等で.~[の運動に if 1((!i Ii ，] を前 l き，その強度

が進行方 Itl] に沿って !;'ijjgWJ に変化するウィグラ一

般場と呼ばれる的場町'1'を.電 f を {ι 掃させます。

むイは的場からローレンツ )J を受けるので，図 l

のよ 7 に周期的な蛇行込 li J， jJ をします。ある一つの

1江 {I ニラ\'i 1' 1 して，これを 将悼の ill 干‘と名付け

てみます。この将l! iグ〉屯了よりもウィグラ一般坊

の 同則分だけ先行してたっている別の ';u があ

リます。ウィグラ 総J品の IliJWlfl のために，ニの
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図 1 自由官電子レーザ の原理

1正 f はfj: '·l( の'iti:-(と全< I ， ;J じ保持をして.よく|メ

別がつきません。 TI丸将'tilの・彬武者 のよう

主ものです。そこで.この一周期l分だけ先行する

\lL(を lj五武者向屯 f と III びましょっ。このμ武者

の行かげて"・敵(ここでは相 [T の 'illrli¥ill) かりみ

ると，将軍の'也 fーは実際よりら i生い述 l..:tて'-j- f iJi})し

ているよヲにみえます。これによって.将 'ill の~l!:

f は尖際には光の述 l主より~足い j止伎で走行してい

るのに，みかけとしてはそれよりも j~~' い速度で It

1" 1 しているようにみえるのです。このため，光( "正

磁波)と、見-述より止 tい述 l主て -il よ行する電イが.

i~ lI tlllJ にわたり-1 111 d1 肘できるようになって.レ

ザー由主的発 n{ .N:申illが可能になります。門 Hl'iIl

l レーザーの J'I' 論 I i: ，大型:似怖なものがあります

が.このウィグラー峨場の I，':IWWI による杉武¥i

の'ι 寸の概念が， I'll!1'，正 f レーザーを Wi t. に両い

財政数まてヴ 't'I' ，で、きるユニークな装置にしている

のです

この相 III 作 III から先生してくるレーザ J(:C')iJl

lとは守 ウィグラ IjflJ~j の 11:1 WILとや， \lL(のエネノレ

相対論的電子ビーム発生装置(プラズマ実験室)

ギ によって変わります。 1 MeV 仙のエネルギ

の1正子で Ii:波長がミリメートル伎の 'ι 肢が発令し.

数JOMeV の屯了では可視光が発生します。

さて.この 1'1 rl:l'， ιf レーザーの特長はなんでし

ょうか。c0ーの特長は"正 f のエネノレギーを変え

る }r~ により.発 'I するレーザーの波長が JJ; ぃ純凶

でi皇統に可 'Pi できるギです。現在で Ii:， "7イクロ

ィ'J!i かりミリ Wi.. ，) l、外，可税'itまでの発桜が朝日令さ

れています。第一に， f，':jHUJ て前 I対r~; ドて dある円で

す。 ミリ法制 J或で句 H~ 力 1 CW ，似 J半40% が;l ci :R

されています。

それは‘宇 'w におけるI' ll! I屯子レーザーの Li:. :m

を考えてみると.一つには地球， JJ ，サ， iOU 血等

の IHJ におけるエネノレギ一位、送が挙げられます。 1

Hi には地上のよヲな'olC 1J を{ム送する，正 )J 線は*~れ

ませんから .klL 磁波ビームでエネルギーを{ム送す

る必裂があります。このために、 7イクロ放やレ

ーザ一丸を問いる 'I'; が与えられていますが、白 AI

7正 f レーザーは， と'の官 l肢の波長の 'I t!: U;弘法'f> it:j 似J

.L{.~， l.~'j 11¥1J で 'Ui;:て'きる "r能刊があるのでギTEEで

す。又， n 由屯チレーザーは，屯 f と磁場と 41-ZE

のみて'-\，V，成されるのて'-amによるiIll給をIl'虫?としま

せんし.地上と異なりヰ:自では 112初公 L 必要と

しません。その l二百磁波に変燥されなかった l江

イのエネルギーは，干fMに flj び1t1~~のエネルギー

に回収できるので.熱の j杉になるがもなく，初熱

の問題もあリません。更に少のような ZA としては.

n81定 f レーザーを中にエネルギー伝送のみなら

ず， JI:味のエネルギ一生~(に平IJ刷できる可能怖も

あります。そ札は.大然の IOOkcV仙の両エネ/レギ

-ι干のJ:.<存イ!する磁気回~ri践に自由，正イレ

ザーを設;i'I':L -c. ぷ然的 E丘イのエネルギーを 'IrL他

η
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図 2 (a) 直線型自由電子レーザー

法に変え， 'f 'd iJ ，~地主リ H rr,i J，U也に IllJけて 1ム illす

れば， JU~、のエネルギー当陀と 1ム泌がてdきるかも

しれまぜん。

·-;<'d·i川の 1'1 d1'，正子レーザーは.小町J ・軽量でtよ

ければなりません。そこで私i主は税泊、コンハア

トな円引の n 汁l'ili:イレ ザ の剖f'先を行っていま

す。凶 21a)に司、した 1;[米 Y引の山 d-I'，'!L (レーザーは，

いわば 1(1 糾l引の装 iJt で"ld- を直線状に走行させて

いました。これでは装 iJJ は長くなりますし， 'I,lL (

のエネルギ- L1 ハス分的利用しかできません。

これに)，J して、 lχ12 (b)にィ、した同型 fl 由'iti-( レー

ザーでは.路島ii Jl I でラーマー起草OJ させて屯-f を川

同店 1111に凶転させて， PI閃に HI う1'1dI屯 f レーザ

ーの相 III 刊 HI をおこすものです。定l磁波もI' J 閃 h

Ill] に fi~1lfi させるために In]判精造の導波包を必裂と

します.このよ?にすると 屯了は同じ IT)J，サ」を

e
句、

z

図 2 (b) 円型自白電子レーザー

lui 転し続けるので，判 III 作 IIJ 劃制 uよJi'lしますし.

}~世はコンハクトになります。足、詳しい里 HJ面解

析を片す;が行った結栄では司従 4、の lEU 判t '\I.! 山 AI 屯

f レーザーよりも太きなレーザーすと品、的成 1{ 斗を

持ちます。

このアイデアを災訓しようと句相以日 T キ吋ンハ

スJ)倒的プラズマ実験主の til 対論的屯-I'ビーム発

'I 装目立を!I I いて， )JUI:, この1'-1 明白山氾イレーザ

ーの!，!;礎尖験を h っています。 111 ，iドの秋より相 1 1l\

Ijj( キベ/ハスにiI!iって.大"!院 'Iミヰョ卒論 'L そし

て oj' 1£1からの研究者ず JL: Uf:さんととしに.引と験に

Jr~剥 lんでいます。実験準備より )JUI で l 年， 1tJl<

を昨泌する段階に J J主主 IJ った pI!" で.実験結決に

~~.ー必している此時 lて'す。皆さん L，どうか D械

からの山械を待っていて下さい。

(さいとう ひろよみ)
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合日独防振協定

MUSI':S-!\に撚殺するため内独ミユノヘノ Uf

の所まで， illiI( ， i と泌が盛上ってくる迫力のある Ilhl

i主を送ぅてきた。(jIlj村純)

*第 7 回宇宙研陸上大運動会開催

弓ニ: Yi i~ 庁!被」大 jill 動会は， IOJI16B( 付に予定され

ていたがー台風 19 ~;による"Iojのため延期!となリ.

lO J130U( 付公天の小 l制Iii:された。 ti 止'尚司 i 甘lp:11 に， 4，j

がノ、ラっきだし WI 係者をベ J さもささせたが、 'I·· f主

11I，'i から ~'i円安 tW納品的川 ~!J数以のH}.] 会 1'1: Ii' に

あi き.所長代PI!.小 LI 教J去の I~~，J ~_t政J弘前年度優勝

'i 市 J.C{':45チーム広川絞れによる 1世勝料j!6 ji. 帯

十11 安 fll三 ~j'~ If;)~; JIf日I>長のルール.誕1リI，選 T を代表

して.荒木H.Y: のl味のある在制lな法 l·'I'j 刊で開会

式を終え.引き続き令民で呼I，r\インストラ 77一

指導のむと.エアロビ 7 えでの i\'·1砧(，j.: j~' を1iい充

分に笑いと illliI を f1it してから続性に砂勺た。今年

は f うずまさ競争」に代って噌 f)也球がまわる J を

新極円として司、Illtj L.，年令制限なしでれチームか

ら杭鋭を IH .t~;させたところ.迷ランナ一統 HI で，

思いがけなく場内は，燦笑のうずとなった。以後

の柿|二 I f制引き」は例年作チームグ) J.J 抗邑~ lii;Xj;<I: 却

し今年は J '..'jf: 45 チームと~~;四百 I' チームが総{t- f長

勝をかけたす Fいとなり.圧倒的強さで 'nflH 古I，チー

ムが 111 年同級勝利を T にし全鋭校を終 f した

続いて附会式が li わ it ，各卜 I， LI にむらなく得点し

総合従勝を i生成した符里 ili 百チームに小!日所長から

俊勝料、が t" 7 され 'r 1長" II寺30 分駒場キベンハスに

おける 11li 去の|詮 I'. 大1土動会は 1! 1，~ 'J'~ h'~ を閉じた。

(除山由弘)

JJ!"'阻 1

r'lli !-l!，J.:.:"I μI!"(:

品D!J 牧民

'j-:'lii 陥込研克;f:、

駐広

点 J，~大 "t D1J 抗l1

点点火文 f，附凶

!I' 辺 IJ J' j:'.j j'，lL i皮

観測刈

i可動 '1. Jl'

{併任}

堀内 Jl 'j:lii 止地剥 l川研究セノ

タ-l<

{客員部門)

i 料、 久 Jt i岨島民研克呆助教 t~

(転怪)

G2 , 11.1 Ji榊丈附 I 'Y'.Hltii術究N!J拍tt

6~ ， 10 , 1

()~，1O， 1

合昭和62年度第 3 次大気球実験

今年伎の秋の大気球実験は 9 )J;ok

かり 10) I 初めにかけて三|佳大気球尖

験場て'行われた。抜球したのは nt52 機.日川 l 機

で計 3 機である。この他 B5 引の気球を則いて地上

，，"験を行った。

l り機は大~~~L:j-JJ.;. 2 り機は宇宙線の観 illlJ であ

ったが. ともに 40 1l，\，川を越す長時 laJ liJIiilll に成功し.

， i) i'J ~J の!北米をおさめること均、できた。ニれには大

内山の判受 tx/ .I，がうし l止L. , 1玉 Iii，向性i与の迫jもが II) 能

になったことが、大きな '2IlUJ である。 -h2 号機

は Ilc，，-:lOは u百の胤が例年と民主リii'6~t上し

これまて'汗遊したニとの主い北海道までn~mする

こととむリ.関係作 }j Il'iIこ'仰 3主zさをおかけするこ

とになってしまった。

3~機IiｷI-iWn~測体的 )"-1品実験てヘ ~R·m:t¥:J 1

トンて'l;f~、のlJl.iilll ?:;にくらべて非'tH に大さいため

j庇f¥に先立って J也J ，式験を行った。 f完全す|げ

hAJ つまり公f，Rから観測昔if;与をすべて j血」でヰ;

|げた状態で政fRする析しい }j式の試験て"ある。

地 l 試験の村民が品川であヮたので、 loH 31:/に

イi\~~ II~物体を f州在して B I!.-G且を版f，R した。政fRII.\·

の 1掛ii'棋は ~")O ， 3(; で l':U、の 1iJ"\の中'J~て'あり.怖か

に|川して1 i った。

l慢でのガスジェ y トによる姿勢制御の結米 L

lHf てeあった。イIwn~捌(，j.:を公球からI;IJ~ し た状

atは.気球に俗4& した lTVでとらえ その姿勢変

fヒの状況を3杢ー量IU!!'Iすることができた。イ4 興 n~明4

(4'投下後の主将枠はその後公fよから切離したが.

.Hi作にとリつけりれたこのI1'Vは il~ 1mか句数 m

画

*人事異動

党')1' 11' ， JJ1I 氏名
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大学ではかねてからヒエゾ引のセンサ をJ:fIし、た

ダストカウンタ を開発してきた。ところがM-3

Sll 叩'!j J ち仁 IlIL'i の似!日J結局にこのピエゾの似が

もたないと子必されるに主ったため r今l主は似jjj

きでやろ-) oj という JI~ で句 ターゲ y 卜に当たってプ

ラズ7jじしたダストのfld止を測ることでダス!の

償却と泌伎を 'Jill りiI 'lす h式が従来された。 10 月 2

CI-5tl ，同大学のイゲ/ベjレグ教授以寸、 5 人の

ilGH! ダストカウンタ グルーフが本 tl ，ヰ iii lif!こ

1/;'l，.、て機械的.五j.( (I~J イノターフェイスを含む詳

細な 1-r T''!せが行われた。日本官 !II からは披 j[ 結成さ

れたデ タ共同制析のためのサイエンスクループ

も山席 L ，会九のこもった討議がかわきれた。似品、

対策のとられたこのダス l カウンターに|刻するミ

ュンへン「科大と 'j: 'Ii ifilii日|協力についての公式止;

J干のとりかわしは現イdl' ;怖がj並められている。

(卜杉:1'1\1お)

*GEOTAILがシャトルに三くだり半

凶 rn先生を州以に， 'j:'IiiillのGIOOT八日七人の

叫がNASAに出 'lk ゴダードとケネティで，主と

して JU'H干段とそのイノタ フェ えにつき討

論を行った(日 JI J7-27 tJ)，当初J スベ スン守ト

ノレを千~していたGEOTAIしは， チャレンジャー

の-!j';此のしli;~·ちなどもあゥてアメリカの使いJj7 てロ

ケッ|でHJ げることになっていたが.機仰が雌

定せず . r:'MB\ との川町インタ 7 エースが'L、配さ

れていた。今回の話しイ干いで "sole source

procure 川 ent と材、する 倒的出店」疋によリ‘'i '·mJ

に機や r，:を附定オるよう'J AS!\ が努めること、 1えび.

);一公 IJ日八札になってし D 卜:[:1 八日イノタ 7 エ

ースを ':1 ること， といっ fT 辺を fJ} て.そ HにJl、つ占

〈判 II か~..;江主 UI!) .機械的インタ -7 .J..ース lえび射

場作業. HJ げンーケンスペ T を政指した。， j"'riilll
が i与 ljij のロケソトを品つことのイ l 州さカ、改めて dl

，jl さ!l るけ\ ';1 、てーあった。

('I'j宇一郎)

*有翼飛矧体第 2 回，骨空飛行実験~表紙カット~

11' 1 年 6 H にひきがしき~""; 2 回 U の川 2H 飛行実験が

10111911 から 27t 1 にかけて能代実験場て寸 1 われま

した。今 lui の7、験は前包 l的経験を生かしてfJ \i 止に

おける訂県 II~ 洲体の 11~ 行特刊の四!桝と姿勢制御お

よび J也 I·. ，f，とのリンクによる説持を行うことを u

(j!J として行われました。 III 芯された 3 機の機体は、

姿勢 f/JI H卸機能の同 i.2，. I也トからの，清 iZl による0:紗

Hキの ;'~'lf~' 直縦 lit 行および机 :1111 能力の 1坑訟のための

飛行と1i 11!1~ 実験を 11 い、し、ずれの機体についても

良好な飛行中古棋が flj られました。ノ「向の尖験の卜

ピソクは II を行が予定どおリであゥたことは勿諭で

すが. 2 回 U の飛行でた 7 観測に成功 L. 11~1ill'

の II !J( Hi ，が fiJ られたことと， M水スイソチを和 l川し

た 7 ロートを軒!リに機体の阿似が行えた ζ とでし

た。 11 J'1l l1 般物を判って [ul 似船から ~'jl~ ゥてくる秋山

さんのう名前!が印象的てーあリました。

休日谷広文)
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*新生 IACG会議からの報告

イタリー.ハドパJt共同コロンポ教校内1:~ 1l1'，で 1986

斗に来訪れ)が f' Ii!されたハレ -"P，!に関心をもっサ 'IIi

科7 機関 CSA ， IKI( インターコスモス)， ISAS , N

ASA一一一カh、ドノぐに集ったのは 19811jのことである

(ISAS ニューぇ N(l8 松尾報代 L この会介には松 II'，さ

んと私が山 l市したが.これに先だってギ陥さん iまや森

先中他 1 ♂F の咋 l"I' ;j(のIn l でも， JI 公式には日本でも HI

~e るかといヲことについて品はill:められていたの Ie と

忠ヲ。ハドパて'はこの会合を lAce (関係際関 J i'E給 t~J

a議会)と名づけ， 1983 年には!血児品に U~ まる等.会合

を爪ねて.その 1:11には、ハレー アノレマーダ(ノ、レー

艇隊)というず" Iii!L'I i してきた。

この II}] に↑ii しくもコロ/ボ教佼は故人と主句れたが、

1986年 3 n には科機関総dl' 6 機的係企機. GIOTTO

VヒeA 1. 2. すいせい.さきがけ. ICC が全機匝ギ

ハレ一号 ill に鮮がりそれそ'iL町役訓を来したのだった。

与の干 II 洋点内向協力に感動されたローマ法 i の御希望

で，、レー IACG 会合の it:.: 終会をヴァチカンで問 J' 、たこ

とは II:(に御 1(， Xii のところである o (l SAS ニユース ~n69

1'4111 科l j守 L

H、 l に I ，、ドパグ Jレーフ J と H干びかけられたこ il ら

問機関は.史に共通のテー?をとりえ，協力していこ

ヲといす 'I もになり 新中おーい I (j IHl 第七 [Il l)町 lAC

C を この 1011 19 日か h京都で l同 iiie した o j品所は iii ミ

ヤコホテル ぷドは Il4 聞きん.事務局長はF. SA のライ

ノハルト (I SAS ニュースに何度か脅場)であった 2

そニにはプラィ I， /で聞かれた IA r.. IAA 総会( ~I J， 'L)

の i此終 U に 9U'-1 としては 30 1l 'H'( 超tJi I，!ほど IE しい)

という):;;/、 'I ケー/に比抑わ札，生命かりがら抜け ill

して米た fl. も合的て 10 何人かめ人々が U~ まってきた。

店、はこれをプライトンから京都へのF. XODUS として

拡迎の併とした

今後のテー?のi: )J は太陽系肉料 7 である これは

木防系て'起きるすべての ('W I.説的悦である 時なる

J、協の研究 従って SOLAlh\ ‘地球を [I~ む環

境を総合的に坦 I解しようとする 1ST!' f;(，勺て GC

OTAIL- ，そして ULYSSι5 等々 も含まれることに

なる。新生 lAce の中 fiiil は 111' .11'-来線々 な機会をとらえ

てすすめられてきていた。ニれまて'太陽系科 'γ の「料

"tJ と r データ J の 2 つの we( ワーキングクルーフ)

に別れて議品してきたのを一つの we とし.チェアマ

ンをこれまでの「科学 weJ のチェ 77 ンだったI\ A

SA のンョーハンがつとめ.ニれまで rデ yweJ

グ〉チェ 77 ンだった内閉さんかCoーチェ 77ンといヲこ

とになった.よれまで会合では.それぞれのl叫やiJJ47

の迎い.また機|剖として約*することの 1'1\ 31とる限界専

の引かり.会議のi主中て'ちょっとした町肱に向りめげ

たような公がした 'I~ L あったらのだが 今凶は比較的

胤訓に ifんだよ 7 だった。

ili'i'.l ACG はこの他に二つの，、ネルを終えている.

その つは何度かこのニユ スにら笠場した・i与のある

スペースV LIJI である.ソ i車内カルダンエ 7 ， JPI の

ヨル 7"/ を JEMIJチェ 77ノとするこのノ、ヰルはほに IIj

1j', I, )レー丈で今年 5 I]に I~' 、サデナでBtlかれ句 u 4>:

側からは西村(敏).林(友) 大丈 f;町説本、千村、さん

法的参加|があって i/j -'J~な会が -;r(ねられている。ソ i阜の

RAIlIOASTRON.ISAS-\'f'; 立山一， IPL の共同.lt' lllli

VSOド(森本さんが上役の一人だからニの名称に L 御

納併がも、こう)， NASA-ESAJ' 、 1 ，;1 のQUASA'j いず

れも熱心に f量的実現にすすんでいる.これには川年;I e

の. J!'L のT口 RSS と臼 III アノテナによる数卜 1刊の Q

SO の観測の成功か大きなはずみになっている。

L う一つの NASA のプリグスと大家さんを止問 l議iと

と司るハネ Jしはサンフルリタ ンを含む ~3JP ，系的研究

を 'lidl としている。メ i坐ヵ、フォーポス n -li を [I Ji ll にして

いること.本ソが火 Hの大『 ll採伐を巧えている (»'1> も

あって， ISAS としてはどう r，や予を :H して良いのか

ちょっとこれまでとは係 f か述ゥている.しかし当お

にむ川町訂[ifli，イド止め日|同.ファ カーさんに火をつ

けられたれ)咋 Jlt 的!棋のぷもあリ活組には事欠かな L 、。

u~，で研究会をつくっていζ7 という t活 L 起きてきた

ものて'ある。この，、不ルでははカ、らず L ， ISAS がiS

>1\.1(;、保有向先tl~t.(ll.j実験をするためにロケ y トをもう

ゅよ中l化する 'J>への布引が山されている事をつけ 1m え

ておく o (小凶位)
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久し振りのモスクワ訪問記

東淘大学平尾邦雄

II円相62年 8)121H ソ連判 7 アカデミー('，山科ザ研究

所内 it とサグデエェフ l"i f:;から鄭重な十円待状を'呈けとっ

た。そニには 10)12 .3 .'I U にモスクワて ··Space

Future ドOnlln をI:f J Hl iするので是非出席してほし L、

ついては 'i 'i IIJ は当 li てー全部 nJI!. しますといフものであ

った。それからあちこち IgJ 介わせてみると句かなりの

人カ 'JU かれているらしいのでそれでは II\U トけることに

しよヲと艇を卜げることにした。先ず彼にあててお招

きを受けたい.ついては1O)J 1 日に東点をたって 10 )J

5 日にモスクワを L りたいのて. しかるべく御干I'IGを

とい j f 紙をおくった。さてそれか句大学に出 11<: I~. III

したり， Y.. )I主 9 II30U まで γ 会的一 f·' ，Eだったりした

ので、フまくll\ Jに介 7 かなと 'L、配をしていた。ピザの

1'1 は 1 店併の小山先中にお刷、、してまあ和!とかなる fご

ろフと弁公にかまえていたのである.しかし相予 もさ

るしの 9 J1~2~H ごろにな勺て.突然 30 目的飛行機を

二子約したか句それで点てくれとのテレ y クえで Lある.

11 1.; 生年会 H'll!{; は J[ >1 i1iL. さらに大変なのはピザ的問題

である。ト I:l J!'lでは 10 II1II 人間としてあるが般利機は

9H30H 句なにしろ人出|五I ~~:JE]l(/)厳 if( な l 同のこと，こ

のままでは司、法人1lIで拘留ということにし主りかね$

い.そこでいざとなった句行かないまでといヲことに

してまた小 III 先生にお臨 I' 、して大使館まで行ってもら

ヮた所あヮさりと II (·1 を変iJiしてくれたとのことで.

どうペ J り 11\担トけることが 11\米るよヮになった次第。成

聞に行ってみると.在、と小L1 1 さんの他に )(St:.. t---l 町平材、

さんなど*-t:~ I'6 人 lUI UHH片ける人もいるのでどうペコり

II 本か Hは 10 人[，JJIIかれている句 L I..'0

キLヵ、以前にモスクワを訪れたのはレニングラードで

コスハーが聞かれた時なので.ざっと 20 年前のことで

ある。成旧から jf，ったイリューンン 62 引のアエロフロ

ート機は店、の忠 L 、出にあるそれとは沿って快適で.ス

チコアーデスもかなり洗糾 1 されている。それよリ LI J.X:

III でチェ y クイノする II 年に j'l:i4 却に VIP I:ontmKOSM

as という J'i亦な札をつけてくれ出!町もきちんときめて

あヮたのには.さすがアカデミーの招待だと安心した

次第である。飛行機は r. i ど主に托 iわれたンベ I) 7 1'.'1'

を滅んで(-定iJ!i I) にモスクワについた.人同事脊は II ・1

'II むなく、いよいよ難問!の税関というニとになった時

どこかりともなくたどだどしい !Jt ~lj を Il ，fi すf内、女惜が

あらわれて皆揃った句fLについてこいというのである。

まわリを見れば悦 l弘lのところには長い行列がある。彼

kについてゆくと日 II の入 II から簡単主外 l~ 小品町内知

をはせるだけですっ曽

と辿ってしまって/

ここでもアカデミー /

の威力がかんじられ

た。外へ山るとまた

t¥- 5 人的人が1f っ

て米てこれからホテ ヲ平

Jレ I~案内するといっ

てまた L< 々と相l談

しかしどうやら楓 )1

に 11 ンーでついた

のが円大なロシアホ

テルであった。 l 日 ガガーリン広場!こ立つ彼の

't L くついたおかげて' ステンレス像

次の U は見物ということになりアカデミ一派泣のオル

ガという k刊ガイドにつれられて山内』白骨となった

ここで!r1，(7)向l 製〆 'iiiに米た時 1;1モスクヮ 'I' レーニ/肉

IlIl などを 21 いた fr品、なぷ似て' 料だったのに‘今Iiは

始ど比句れむかったのである。同行町内 III 先ゴ L Ilj的

中がJ1'おに附l るくなったと白 i っていた.さてそろそろ

剖t凶lb 伐リ少なくなってきたところでFOE'umについて

ーバ。今凶のト orllmlまえフートニ 7 1-\;の30周年記念

ということで1OH4U がその月日という次第.第一 H

の 1m会式はアカデミーのお刷れきやチトフ'十 Hi飛行J

に 111\.i.小川町r1<や外 1"1 町名|が抑卜に，II，んで始まゥた。

斗'Ii i 町、 I'·和利1+1や凶際協力が熱心に論じり jしたえヒー

チは4千五三続いた.参会i';は*-，·)5ω r， とのニとで、米llilか

らは 110人を越す幸11II目ーがあるとのζ とである。いかに

ソ述ヵ、 JJ を人れているかを d、すものであった。午後か

らは分科会.私的でた主陽系円分科会では千忽どおり

火 J1 \，と 7 ォポえの探伐が主題て4あった. I向 III 先刊の 1 1\

たフラズ?の分科会ではー*;~との問題としてJ.\同町係

i"fが太さな世ii-I となったようである。第二日の午 liij'jl

は見γ 会で店、はがガーリン r， ft私的 j;'Ji]I:UiI 訓練七ン

タ に行った.馳!il1その L のについては市議的な L の

であったが 40数人の米 ソす'Ii i飛行士カ、lfU に会し

たのを見たのはなかなかの見物であった.午後はまた

分科会.そうしてあ三日 H は鮒凶のため欠席といフ次

第であった。それにしても/i" lll]町 Fa川 111はソ辿として

は太成功であったろヲ。店、にとっても最近閃ソ;1!のー

剖iでも見られたニとは興味深かった。今後史に cl市が

進んでより親しみ抗ぃ凶になることを前1 う L のである.

(ひり I五・くにお)
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1 特別記事川剛山 III'・ 11110"1111' 脚 1111

大マゼラン雲の超新星
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回

ころにま~J2∞0 トンの水タノクをつくり.これを 10

00例ねの也径50<'"，(')の光It!.包て"l~保っているとい

うむのである。もともとはぷ粒イー畠の大統一f'1~11量

から寸二氾!される 10ω-10J3年('lにー回起きるから

しれない陥イーの自然崩域をつかまえようといフこ

となのである.ところがこれが h ではニニι ート

リノという直桜にはほとんど(店、のザー生のl正lは

「令< J と教わった)とらえる '1'(7)出米ないニュ

ートリノを 2 月 23 日 7 U·.~"35ぅt35 f:l'"ニ 14引司とらえた

のである。これて'J!'年到し指物JlI'.学者がII日えてきた

紅i新記に1'1'うニュ トリノの大発生(里JL論によれ

ばこの水タンクを通ったと弔えられる 10'"111，1 のう

ちのたった 141附をとらえたことになる)カ勺IIEIリ l さ

jしまた雌先の1/，): j~Hゼ白山がわかったことに主る。

そつすると次にーいっ X 線が比えてくるかとい

うことが刊界1['のWI心の的になる。iUJという制然

か(iUJIII 紀に 伎といフ)超新 JI~ の数辿11\ 1断I 2)J

5 円に j'j ち l げられていた世界て"'II ーの X 料U~文

(:71JI! ぎんがに IYWJ が'.tまリ. I~Jい介せと観測

の敬一Jflが殺到したのである。ー }j ざんが はも

ともと英米の研究1';達との共同開発による装 i(': b

載せて JA リ.ゲストオブザーパーとして英米の鋭

;1111 1'1の参加をうけつけるいわば X線 IT4際天文台で

ある。 2H から£iすぎまでは.少しずつ i~1 J ，!の機

能を;試験したり.装置の校 11 をしたりーつまり秋

からの本観測への坤z備 lこ忙殺される特 t:勺た。そ

こにこのとんだ珍存(')である。色々な f·定が11'.勺

てしまって.そiLて" {, "寺々ちらりちらリと組lI i叩

を l挑めていたものである。

それが 8H 可lから見ぇ始めてきたのである.(は

じめに何かありそうといい出したのは大予院 'I だ

ったことを特 ~L しておく。)ところ均九いつこれを

公表するかざんが"チームの中でも IPili布ム駁の

状態になってしまった。刊 'NIII の!YIl寺が大きいだ

けに HlljR;いカぜあってはならぬ L. t良市すぎても III

この1O)Jに 1 ;1.. Jli作曲定された沢 UJの }j々と色

々な J叶て寸3 トl にかかった。モスクワでのスブート

ニ ~30周年記念の将米 JI 幽フォーラムではすぐ思

いつくだけで(， 4'1ι 凶 HI. 小山(平).天文台の

森本· '1'材、.その他の 1m先 'I一 }j司メーカーの }J 々.

引きつづきというよリは一日端折ってかけつけた

ベニスの*HiJ岳地科γ.話会議とテザーの同際会議

では川 };，'j. 小型 1'11 1.政辺(直)の皆さん， 11 日から

英|民|プライトノて'-DBかれた lAC IAA総会では秩

集.三 lin. -.'/:';, 卜杉. t:i~リ(柑)，小針川 i也の特

さん · 'W!l、刊1)、羽 U.!I~'1¥.hf 他多数のん々.それにメ

ーカーの }j で々ある。この jnJ に川'i' ('，'f)さんはワ

;.-'/トノへ. #1~!I' さんは中間へと大忙しの l 今 J J

1:った。そのそれぞれについて微々な:依存劇がIl~

m-l されたようだが、それはまたそれぞれの御判ivl

もあろヮかり，ここではその~1，iJ.!j項としてマゼラ

;"'-)1 1 主的起新 J ，I.SN1987Aの話を話:wとしたい。

今 ~'I の 2 JJ2:1n, Jiill"l ケプラ が1604 1下に凡て

から · yf;んど 4 jll紀ぷリに人J:\Jの IIIU こ J れる主近

俳離て 4大マゼラン 11t1. に起 i新 1，!が発生したのであ

る 起紺却は制下とい 7 パ柴は人つてはいるが.

JI~がir -tいてi!L化的桜てに起すλ;爆発である。有

名な かに l，11‘ は. v411f1054 年の趨新民の ;n .J(

りである。起抑 r )I~ は川町進化的訴としても，また

鰍端な』宮 11 立で起きてその跡に中旬 fE やプラ y ク

ホールを伐寸物Jl I! 現象ということで.もう何 III 紀

むたうているからそろそろとよく 'll: 談のように，

物~J' I!...t 1. -;1 か 1年ち守 Jんでいた<)もなのである。

初めに公 (·1 いたのは出半球各地の天文 fi だが.

京大 FI~'T i"m井、事:~ (物島1I叫|努センターが肢 45 県神 1 ，I，j

$I i. 山て世唱かして'， I;' た KAMIOKANIJE- lIとアメリ

カで 7 1 ' ープランドの地下の装慣とが超新 ltl 爆発

と I ， ;J 叫にニュートリ/をと句えたこともヰ釦.e 1~·T に

とうては J'"I! 自IiJ' J な 'J 伴!として世界中を沸かせたの

である。 ~I i[ il~ 剣山の装 ;A' は地下 1000 メー I- Iレのと

no



'#11 1 て·~M\報を n っている人述に 4' L，~{ない。削川 縦しかTにしていなかうたカヘベニ人プライ I- ~

を 111 当した人々， ，立桜の了lfT -/'r持i~i さん.それを ンと移動するととむにホテんあてのファクスによ Z

後から見ている川'I'さん.それを又泣くからはて って次々に，洋しいデータが入って米た。そんな 'J( ｧ

いる私皆が公が公て-'1 ;1: >;.-iJ‘った。 で知也で ざんがのデ タと 11~ ソグノレ ブのデ 1

といヲのは.その可 lになるとソ述のミール 'j-:Hi -;7とが比較され議論さ jし成る 11 の恥、人が1::1 1
z

Jt~地についているクワン卜 (クワンタム) (:~liJI~ に 五以~I峨i成世4"争z争F と II呼l呼Fんだ Ii什j汁.J~'諭耐がすすめり t札LIた乙。( L 勺とも宇制利II i
ミニ斗L/へンのマ 7 スフラン 7 クグ)ルレ一フ，比"'刈u川Hのパ T もいず tれL も 2ω0年L以u，J つきあいのある Aぶ〈人ぱカか、 iり) ｧ

一ミン刈ガム. 才ランげグ，叶‘付凶l臥仕グ灼jルレ一 7 プがJ〆'X 総札e装 であるムω。，)こうして実はミ一ルの方川均

i川F町;を'脱|版弘せているよとが'I" J ってきたからである。ニ のどと d いたげな IiI] こうの人々に対して II 側I'JI~ j

iLは忠わぬ伏兵だった。いつまでむ柿慨を伏せて 質の良い紡*を弘せる "'-I';が出来たが，このL、わぱ云

おくのもというのて二モスクワを合的て作地に知I j'l' の良い.論争は双土iの諭文をネーチ斗ア誌に Ilijll.'j:宮

らせ.当時ヨーロ y ハに 'il ;. た I日中さんとし相談し に並べて H~すといヲサネでけリがつきそうである。

て間際大文述合を i曲じて持mさんの1'，でj泊朝i を流 {このところは JI主テレビでジャハンカ y フの目

したのである。この的搬には折返しモスクワから ゾパレーl械を}止ながら書いています。)

ミール/クワント{， 8J!10 1::1か句 X 棋を比ている たまたまブライトンで夫婦でNASAの 7 レ， l'ー

といヲ Telex が戻ってきた， IJ主そんな II初日I t.ごっ ャ 伝r:とー伐夕食を夕、にした。その際， !JJ.fI'iai

たので，今月に人ってからは.凶中さんはワンン 悼の千 I止を刊たぬ NASA としては極的て多数のロ

トノで|制かれたAli新 11\ の会合に:J~かけ.今月初め ケ y ト，れ球を I~i 半球に Jとって じんじゃ. (と発

乃モスクワ.ベニス.ブライ l ンと， {，とも ずi された)の↑ 'n"" 北に従勺て j'li M 1IJ1i1li Jのキセン

Lぞれの LI (I"J を引った会議が.いずれも出 :;1 時 μ をしたい'j(， ，w tJil ，!縦 illil の~tM については

に数Il S: I1\J成いは半1:1，起新 H.X 糾l 発見の会イ?を， i生 八としては 90 年代半は'まで千を HI ぜないのでi\ ST

けたのである。 R o-[) に協力したいという話だったことを附記し

モスクワでは私はまだ 主んがのデータの述 ておく。 (1; t.:' みのる)

:>pαα ~CI 必明白 \~、、 Jαf a.初
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A主主 L§ L
エアロブレーキ

宇宙科学研究所安部隆士

的 II 軌道から{J\;，\Vljl'!へ f~l i したリ. ~31IU~1軌道

から':1\)， '.);';j lui軌道へ 'j 出船が移行するときなど，

エネルギーの大きな帆泊から小さな軌道へf~fJ

するときには. 必快(I'Jに減 J生を II ヲ。ニれらの

減jillは . JJLイi の tH¥iて。 I~. 11liWJ ロケン!をけl いて

1i つのが持j{自のやリ h である。エアロブレーキの

紋l~;rて'は.必要主減jill を F3 .l ll の大気をかすめるこ

とにより行おフとするものである。これによリ.

減jillに必要な推進剤l を節約することが可能と主り.

事古来的にペイロード比を高めることが可能となる。

エアロブレーキには，大きく分けて 2 つのモー

ドかある。 1 つは司 ンングノレ、スモードで. ·e·裂

な M"j曜を lliil町大気進入により行おうとするもの

である。 1也の l つは"7)レチハスモードで波数回

大%に j正人して JlY:終的に必要な減速をえようとす

るものであるのいうまでもなく y ングノレハスモー

ドでは、 k~\に深〈人る必要があり、明力 IJII熱が

大きな HlJ足i となってくる。?ノレチノ、スモードでは，

1luiの ift人による減速は比較的小さくてもよいの

で. IJfiのι品皮肉小さい大気を通過すればよいこ

とになり， tt力 Jm熱は粁滅される。しかしながら.

必要な減速を述成するために時間lがかかることに

____'"'if~場ミ

/'、"$q

Jに;
, ,

シングルパス工戸口ブレーキの凱道

なる。エアロプレーキを行うための諜題としては，

杢)) J)II熱以外にも、制御の II日題等いくつか解決す

べき I ~ 11胞がある。

応JjJ純|川としては、地球 jti: M;での i{/iH の軌道変

~から. ~3 ~I!ミ'/:/ョンまで‘!ム〈与えられる。

エアロプレーキのアイデアは. 1961年の H. Lor吋仙

の論文にまでさかのぼれるので」、るくからあった

ものであるが.実現に孟っていない。本同におい

てもいくつかの (VOIR等)の日 1'1血lが介抗したが粘

局計酬だおれとなっている。エアロブレ キを行

うためには.??そ力川熱からの防御とか姿勢、飛行

ハス制御などの同組を解決する必善悪がある。これ

らの問題は . i千咋門分野には Illi (I い|問題を tit fJtす

るわけであるが.討阿i韮hJ- は. リスクとなって

いる。このため. ji:H、いくつかの引 l血lがありなが

ら~ !'!lliiだおれになっていると担、われる。

この技術を汀l いる ~，(:fJJのミ 'I/' ョンとしては.

~3 tt~ ミ/'/'ョンが適当であるよフに応える。なぜ

なら.総市川町小さな rfJ.i JI~ では，ベイロード比の

1"1上は。Ii極匝めてE旦1型要j な I附附LH悶[J題て

のため切+札L としてエアロプレ一寺技f術4柑Iのl開羽発がz急!

t務dとなつてきている。(あべ・たかし)

lin剛C BRAkE
LI' 昌 '.1

E3
A直冊eRAl[ lHC

lUG
lID ・ 0

'~TAIL£ IAllU花

LID ・ 0

儀々の工戸口ブレーキ衛星
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_，J'~(穴ト」

「込こジ号訴宙 アンテナの話
一特性測定法ー

装ill:の特刊を測定するニとは.時として製作す

るよりむ慨しいことがあります。アンテナでは.

肱~t/ 、 7-" や fIJi~} ~在の匡ii気特性と.製 11 粘!主や

11U~等の機械14刊を測ることにむります。同じ汀1

'-I でも測定法は.アノテナの同組により随分と泌

います。

"丘公的な1'1 能測定は JJ~ -1~白'1には.送 fii レベJレと

受 f.l レベルを測定することになります。その場合

ます n.~:すべきはー同凶の物i本の日-~'.~i を避けるニ

とです。そのため図 l のような，墜に列Jょした 1正

法を全てl吸収してしまう~U:W(U{i~- がも~われます。

たどし、それもアンテナの l 法カヘおよそ hd~

X ，追'立1. j' の副』出Ii よリも小さいt~rA'だけです。

F1111 ペ'I人l之 illlの大引の IifJ~I j1ijアンテナの iWJ :-.Eを

するには句数 kl!1-数 t ·klll 以上の~~脱が必 'lt て"i f， I) 、

);{外の I·Jr·J げたツ ;~II \Jを III いるニとになリます。'也被

似としては悦 f~'\ 院を住てたり"山庄 M を III し、た I)

します。 I企 J可の I品イャ "ιill ~r\ の中 vliι に治ってアノ

テナを版刷しておき.その軌道 li!i の tjij 後でアンテ

ナを II ，って，.i f.; レベルを測定します。

アンテナの、 l'i 1;と測定自 B艇に対する Hij 述の:lJ 11 -.f :~J

を叱 1111 するには，アンテナを合むヰミ HI] で縦 fWi(J に

平 1!Ii被告判ってやることです。またアンテナの BH

II 山の定界や他界の分 .(Ii を i!ll l :-.Eし それからアン

図 1 電渡暗室と口ケット倍強戸ンテナの測定

風景

図 2 スペースシャトルを用いた大型戸ンテナの

民験案 (NASA CP-2368.Dec.1984 より)

テナの肱射特1" 1 へ検針することも 行われます ニ

れら Z つの }ji). 、は. 'M 気料制的新しい iWI~ 仁法とし

て Jは近日 f究が進められています。

ロケソ卜や illi IT!に ttt ，I在するア/テナでは， J.点 ~t

ハターンが I.L: l"、ために村}体可、のし 4371I4 は il1i'けられま

せん。そのため附 11<をモデルて'門リ.全体として

の特刊測定をします(凶 1 ), f也に L モデルを使フ

}j it、としては アンテナカ f直1l< iWI るには大きすぎ

たリ小さすき'たりする場合に.実際と測定 II.}' の周

波数比例で大きさを扶労したモデんを片 l いれば句

is刊をjTjJJL して測定できます。

アンテナの機械特性としては守寸「法Lf仏tf山I'll.川j戊主を抑洲I，定i主i

することは J法Jよ崎 4本￡吋{的内てで4すが J大、-: I11筏壬てe官引v品iii波症数カか、1》叫E品正ρ山'.い;

f'れ1γ1白必 a安止な 4州1叫別〉仁 fl'j川:川!皮且を;山1\すニとカが‘雌 L (なリます。

光〆?r的r内J凡t主k ニf向()測 i詰4が昔 J辿由の }j法ですか hi近はホ

ログラ 7 ィの技術も応川されています

やわな供・1在 III版 11トl アンテナでは. j'(力??によリ

変彫が起こります。そのため.鋭 1!Iiの I{'I きを i血当

lこ巡んで外力の;;.~~を少主くしたリ， YOJ を ~Ij JI.:

する装 if.: をつけたりします。また展開 J刊自主も m~·

なことて'あり， NAS 八や ESA ではスへースシャト

ノレにft'{んでヰ i有ヰ ~IHJ で民間試験することが. IJU 発

の i品位として巧えられています(Iヌ I 2),

'j':Hi,If- ，f:m· ι
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オーロラを撃ち損なったこと

東京大学理学部圏分 征

もう 20iドも nijのことになってしまったが 在、カサ弘初

にロケ y 卜と l制わりをιケったのは再J箇~O)I悩干riNd也て府内li

同町中i備が一段抗した叫のζ とであった。 1967年内 l

片の終わり tt{だったと }~I うが‘ ~j，岨の '1 li:~Iが舛ぃ込ん

だ。!別手U 止J也でロケ y トを打つ引 1自lが具体化しそうだ

か句.ロケ y ト施設に良さそうな場所の勺兵を1M って

ねi札といっ内容だった。当時はー ロケ y トについてロ

ケ y トのロ内乙f: .fj止の知 1世も持っていなかったので.首

段滅多にいかない叫地から数百 mもl は主れた 11:. い場

所をi血当に}止、"，をつけて '1J l'.( を出ることく句いしヵ、で

きなかった。 Ij: J~がf止に立ったかどうか定かではない

が.最初には"，をつけたあたりにロケ， I 施設が新米

自')には，ill 設さ札た。·j，I}[-til1去は， 回ケ y トに L 主主築にも

全くの恋人なのにロケ y 卜施設-ill訟の会γ識にづ|勺 ~H り

にされ， ~H .J山の 13;).、隊では実験す可併として越冬する

羽目になった。素人主。)につし、ていけたのも.当時的

IriM，ロケソ l を強 }J に Imj正してお句れた±木.森光'，1

的所にイIi)った際 ロケ y ト同航空Eは"'7 ';'-チを近づけて

ι 発火するものでもないし唱バッテリーかりイクナイ

ターに'，L:流を流tば fi っすく飛んでいくもので附lF

なものですよ，まあ気楽にやりなさいといつような，~

叫のことを一」わ1 して切れづけりれた，j(があったかりか

も加III なし、。

ロケソ|地t投の，ill訟は 10;.入隊か句始まったが. 'j·: 'di机

古川ヲ't:I;Jrから山脇さんが参加し I品初のロケ y ト施設

住;uいあたった。 II ;j、には ~ttHf; ラ ν チャやレーダ

なとの飛制実験に岳型!な設備が，J立川きれ‘ ltHJJの打ち

l げが1 J われた。この枇初Jの実験 5 ー 160の II ち l げは

1970.1'1.'.2}-JIOlJ. 11;.(:rJ)O)f:;I;jJ,t r :r:U;-t;;ル J 1;)占 J}j グ)Iiij II

何事であった。

越守'i'にオーロラにロケ y トを n ち込む実験は. 12

次隊から始まゥたカにそれ以米 12-14 止の第一 JUl. 1

M 昌則HI! q ，の一!日J. MAP フロクラムの1:1"\ :::.!~J を i岨じ

て、 S-1ω. 5 機. S-210‘ 31 機. S-310. 12 機的実

験が行われた。当初， ~t 身 hll は当時計阿していた S -:)

50 まて寸 l てるように設 I~·l された。オーロラ飢測をあー

の LI (")としたことか句 .ι 人験は厳冬 JYI にh;biLるので

ロケ y トグ )1 品川が 1f;1 甘l量~となリ lu! ~\£;J- I.:;の発射 ff 的|

に.大 JI に itll) Iーで!日Ji ll する発射円のある r.M が設けら

れることになっていた。この|聞は当時円昭和品地の

品目勿としては Jtii 川町 I"J さになるはずてョあった。しかし

川附以米紙いた』在地川辺町良好な氷状が且 T化 L. 11 次

ISAS ニュース No80 1987.11.

jth:'j:'di科ザ研究所(文部省)

害 153 ~[点 m; ~ ，'.t.\[)Z駒場4-6-1 TELO:j-~67ー 1111

一 12

除以 1&1I1J11'-かりじ J が彼142 できない状~}tが続いた。

このため 1ttHf; I".hiは柑.米として fi られなかった。こ

のM米ロケ， I の l品川 !if)、としてーラ〆チベに作を門ニ

リビニーノレを';I:~って i ，;，~ J~瓜を流し込み. ロケ， I は企 lhi

の紙を破って JI<l〆" 1\すという附悦な Ji 法が 12次隊によ

って年来され その後 ι この Jh去がi史われてきた拘大

きな I·Nの (~~':I や{記 t品を布えると. Iてhiカ::1\再三なかっ

たニとプJ消'i !.lUI(Jには沖、、であったよフにも i山える。出

-Jtl)には 初の杭験だったため各除とし j， 々 I'. 去を 4註

ら LW，冬JUIのロケット k験に刈処したわけであるが

この中ヵ、旬以られた人数で厳しい 1'1 然長刊の!でわう

i刑制 J，IJ也におけるロケ y ト実験的ノウハウが.:1戸まれて

きたと ，1.11• iフIlる。

ロケ y 卜の実験 l二は. 1年つことがつきもののようで

あるが.オーロラを曜と 7 とすると待つことが本nrl'-j

なことになる。仙つよとに倣しなければ‘ n l"、デ タ

が取れないといってもよ，'.我々が収作持っている知

識では.オーロラの，'HI)止の場所や変化を f測すること

は非常に慨しし、。的助II') なオ ロラがいつも決まった

1l~j: HHに起こるわけではないし '1岨 ιI'作ゥていてもオ

ーロラが基地内|官に JJU l主い ζ ともある。従って.

，'~半的に i正 L オーロラが刷れやすい附 IUJ的世し 1向から

中制ii万端i軒えて作機することになる。実験 +.11 がオ

ロラの市助状況をいろいろなデータヵ、ら判断して発射

的指令を H'，~'宇が，待機に入ったその刊に打てるといフ

めは先ず有り仰ないといってもよく、 MUL 待機する

ことが廿 i岨である。

{t.の杭験で)昨Y ヵ、勺たニとは jillLlcl)スタンパイ

に痕れ ， IJ.'LI'll.<比切りをつけたばかりに T ，j\\i. 'j 且の

好機を i主: L ，その後パ似とオーロラ出動の f. ，:柱 1が作わ

ず， I!)2 ヵ))スタンパイ状態を~:-.;'~けざるを f斗なかった

ことであ勺た。今で L 忘れないが 1972 "1ーの 6 H14 日，

制 51時過さまでス 7:.- パイしたがれてる状況にならず

オーロラが出動的になりそうなT感がしたものの中け

することにした。 rj 1J I.., (丹後 f，c~: で休んでいた時、刊担 i

当の川崎隊Ilが点る i主1\ 1 ，反則 Hi止でオ ロラ J~lが始

まるのを)~たと興和気味に μいながら入ってきた。ニ

れが¥) 2 ヵ JJIIl!内待機という紡木になった。オーロラ

現象的限雑さや状況下 I)断的慨しさを身を持。て体験し

た niT\.な絞験でもあった。(こくよ すすむ)

//絹円\ 駒場枇後の且i励会も無4終り.いよい

V訪れj ょ刷、も 11，\ほかになりました。これから
¥--.-/ は足腰を鍛えづ|越にJ1I;える休ブ j を主主 h主

ければと 11111 体力づ〈リに励んでおります。(出附)


